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市議会９月定例会で、伊豆の国市の平

成 21 年度決算が承認されました。

　決算とは、皆さんの税金や国・県からの

補助金などが市にどのくらい入り、どのよ

特別会計 歳入 歳出
国民健康保険 56 億 6,151 万円 55 億 6,052 万円
後期高齢者医療 3億 9,291 万円 3億 9,081 万円
老人保健 1,115 万円 1,023 万円
介護保険 30 億 4,722 万円 29 億 5,210 万円
楠木及び天野揚水場管理 2,115 万円 1,871 万円
簡易水道等事業 8,766 万円 8,242 万円
下水道事業 20 億 628 万円 19 億 5,775 万円

■特別会計■

市民一人あたり 預金残高
【基金現在高】

平成 20年度　6万 7,559 円
　　　　　　【33 億 8,391 万円】
　　　　　　　  ▼ 1,283 円減
平成 21 年度　6万 6,276 円
　　　　　　【33 億 2,241 万円】

市民一人あたり 借入金残高
【市債現在高】

平成 20年度　47 万 1,635 円
　　　　　　【236 億 2,326 万円】
　　　　　　　　▼ 1,225 円増
平成 21 年度　47 万 2,860 円
　　　　　　【237 億 448 万円】

歳　出
1 年間に使ったお金

　平成 21 年度は前年度に比べ、市民一人

あたり 61,278 円の増額です。これは定額

給付金の給付、大仁中学校の建設事業、長

岡南小学校体育館の耐震補強事業、経済危

機対策等の臨時交付金などによる国庫支出

金の増額や、中学校建設や小学校体育館補

強事業などによる市債の増額が主な要因と

なっています。

　平成 21 年度は前年度に比べ、

市民一人あたり 50,012 円の増額

です。これは大仁中学校の建設事

業、長岡南小学校体育館の耐震補

強事業、田京幼稚園の建設事業な

どによる教育費の増額、定額給付

金の給付などによる総務費の増額

が主な要因となっています。

　　   平成 21 年度   伊豆の国市決算報告

わがまちの家計簿

市民一人あたりの 行政経費

計13万 5,640円計 37万 9,352円

民生費　　 9万 6,832 円
教育費　　 7万 4,781 円
総務費　　 6万 8,442 円
土木費　　 4万 2,840 円
公債費　　 3万 6,012 円
衛生費　　 2万 4,872 円
消防費ほか 3万 5,573 円

固定資産税　　 6万 8,744 円
市民税　　　　 5万 6,524 円
市たばこ税　　 　　6,506 円
入湯税　　　　 　　2,080 円
軽自動車税　　 　　1,786 円

市民一人あたりの 市税負担額

企業会計 収入 支出
上水道
事業

収益的 6億 4,156 万円 5億 5,735 万円
資本的 8,611 万円 2億 7,454 万円

■企業会計■

＊特別会計とは、国民健康保険など特定の事業の
歳入歳出を処理するために設置される会計です。

＊企業会計とは、地方公営企業法が適用されてい
る公営企業の会計です。

■ 一  般  会  計 ■

うに使われたかという『市の家計簿』のこと

です。昨年度１年間の、市の家計のやりくり

をお知らせします。

問合せ　財政課　☎ 055‐948‐1414

歳　入
1 年間に入ったお金

市民一人あたり
平成 20年度　34 万 4,175 円
　　　　　　   ▼   61,278 円増
平成 21 年度　40 万 5,453 円

市民一人あたり
平成 20年度　32 万 9,340 円
　　　　　　   ▼   50,012 円増
平成 21 年度　37 万 9,352 円

＊市民一人あたり金額について、平成 20 年度分
は平成 21年 3月 31 日現在の伊豆の国市人口 5万
88 人を基準に、平成 21 年度分は平成 22 年 3 月
31日現在の伊豆の国市人口 5万 130 人（いずれも
住民基本台帳）を基準にして算出しています。

＊一般会計とは、地方公共団体の
中心となる会計で、行政運営の基
本的な経費を網羅しています。

■市民一人あたりの預金・借入金残高■


